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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
無
痛
分
娩
事
故
の
陣
痛
促
進
剤
の
関
与
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
当
該
研
究
に
は
無
痛
分
娩
時
の
陣
痛
促
進
剤
に
関
す
る
内
容
が
全
く
盛
り
込
ま
れ
て
お
ら
ず
」
及
び
「
陣
痛

促
進
剤
の
使
用
実
態
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
三
十
年
十
一
月
十
三

日
内
閣
衆
質
一
九
七
第
二
八
号
。
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
一
の
（一）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
御
指
摘

の
「
当
該
研
究
」
の
総
括
・
分
担
研
究
報
告
書
（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
に
は
、
「
無
痛
分
娩
を
行
っ
て
い
た
妊
産

婦
死
亡
十
四
例
は
全
例
で
分
娩
監
視
装
置
が
装
着
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
子
宮
収
縮
薬
を
使
用
し
て
い

た
十
三
例
で
あ
っ
た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
当
該
研
究
」
の
平
成
三
十
年
三
月
二
十
九
日
付
け
「
無
痛
分
娩
の
安
全
な
提
供
体
制
の
構
築
に
関
す

る
提
言
」
に
は
、
「
無
痛
分
娩
取
扱
施
設
は
、
最
新
の
「
産
婦
人
科
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
産
科
編
」
を
踏
ま
え
た
上
で
、
個

々
の
妊
産
婦
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
を
と
る
こ
と
」
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

二
及
び
八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
報
告
様
式
が
わ
か
る
報
告
書
（
元
票
）
」
、
「
そ
の
要
件
」
及
び
「
報
告
書
の
元
票
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

一



が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
公
益
社
団
法
人
日
本
産
婦
人
科
医
会
（
以
下
「
日

本
産
婦
人
科
医
会
」
と
い
う
。
）
が
実
施
す
る
妊
産
婦
死
亡
報
告
事
業
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
「
妊
産
婦
死
亡
調
査
票
」

は
、
日
本
産
婦
人
科
医
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
お
り
、
当
該
調
査
票
に
は
、
薬
剤
、
医
療
機

器
等
の
使
用
状
況
等
を
記
載
す
る
項
目
が
存
在
す
る
と
承
知
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
陣
痛
促
進
剤
の
使
用
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
報
告
書
に
「
子
宮
収
縮
薬

を
使
用
し
て
い
た
十
三
例
」
と
記
載
さ
れ
た
妊
産
婦
死
亡
事
例
（
以
下
「
十
三
事
例
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
子
宮
収
縮
薬

の
使
用
に
係
る
文
書
に
よ
る
同
意
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
経
時
記
録
」
及
び
「
陣
痛
促
進
剤
の
・
・
・
増
量
間
隔
等
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
十
三
事
例
の
個
々
の
事
例
の
詳
細
な
記
録
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
婦
人
科
医
会
が
保
有
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
該
記
録
の
公
開
の
必
要
性
に
つ
い
て
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。
な
お
、
産
婦
人

科
医
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
妊
産
婦
死
亡
症
例
検
討
評
価
委
員
会
」
（
以
下
「
検
討
評
価
委
員
会
」
と
い
う
。
）
及
び
日

二



本
産
婦
人
科
医
会
か
ら
、
妊
産
婦
死
亡
事
例
の
分
析
を
踏
ま
え
た
「
母
体
安
全
へ
の
提
言
二
〇
一
六
」
等
が
公
表
さ
れ
て
い

る
と
承
知
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

十
三
事
例
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
の
「
分
娩
経
過
中
の
分
娩
監
視
装
置
の
連
続
使
用
状
況
、
監
視
の
有
無
」
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
発
生
し
、
な
ぜ
死
亡
を
回
避
で
き
な
か
っ
た
の
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し

も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
十
三
事
例
に
つ
い
て
は
、
日
本
産
婦
人
科
医
会
か
ら
検
討
評
価
委
員
会
に
そ
の
内
容
が
提
供
さ

れ
、
検
討
評
価
委
員
会
に
お
い
て
死
因
及
び
医
療
行
為
上
の
問
題
点
等
の
分
析
を
含
む
事
例
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
承
知

し
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
上
記
の
理
由
か
ら
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
六
十
八
条
の
十
第
二
項
の

三



規
定
に
基
づ
い
て
医
師
等
の
医
薬
関
係
者
が
医
薬
品
の
副
作
用
等
に
つ
い
て
報
告
す
る
際
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
前
回
答
弁

書
二
の
（三）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
改
訂
す
る
必
要
性
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
医
師
等
の
医
薬
関
係
者

が
医
療
機
器
の
不
具
合
等
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
疾
病
等
に
つ
い
て
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
報
告
す
る
際
の
様
式
に
つ
い

て
は
、
「
医
療
機
関
等
か
ら
の
医
薬
品
、
医
療
機
器
又
は
再
生
医
療
等
製
品
に
つ
い
て
の
副
作
用
、
感
染
症
及
び
不
具
合
報

告
の
実
施
要
領
の
改
訂
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日
付
け
薬
生
発
〇
三
二
五
第
四
号
厚
生
労
働
省
医
薬
・

生
活
衛
生
局
長
通
知
）
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
所
定
の
欄
に
医
療
機
器
の
不
具
合
、
健
康
被
害
の
発
生
経
緯
等

を
記
載
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
様
式
を
改
訂
す
る
必
要
性
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

十
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
愛
媛
県
・
丹
産
婦
人
科
の
よ
う
に
、
未
回
答
施
設
に
重
大
事
故
事
例
が
存
在
す
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な

い
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
分
娩
に
関
す
る
調
査
」
は
日
本
産
婦
人
科
医
会
が
行

っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十
一
及
び
十
二
に
つ
い
て

四



厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
十
四
例
の
死
亡
事
例
」
（
以
下
「
十
四
事
例
」
と
い
う
。
）
の
個
々
の
事
例
の

詳
細
な
記
録
を
保
有
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
院
内
調
査
を
経
て
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
報
告
さ

れ
て
い
る
事
例
及
び
御
指
摘
の
「
医
療
事
故
情
報
収
集
等
事
業
」
に
お
い
て
病
院
等
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て

は
患
者
の
氏
名
等
の
情
報
が
除
か
れ
た
も
の
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
個
々
の
十
四
事
例
が
こ
れ
ら
の
報
告
さ
れ

て
い
る
事
例
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
を
明
確
に
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
分
娩
事
故
の
死
亡
事
例
、
事
故
事
例
の
全
容
」
、
「
分
娩
に
特
化
し
た
事
故
事
例
報
告
制
度
」
及
び
「
可
視

化
に
よ
る
原
因
分
析
と
再
発
防
止
の
仕
組
み
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
る
医
療
事
故
調
査
制
度
等
の
取
組
を
通
じ

て
、
医
療
事
故
（
同
法
第
六
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
事
故
を
い
う
。
）
に
係
る
原
因
究
明
及
び
再
発
防
止
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

五


